
第２期明石市スポーツ振興計画「明石市スポーツ推進プラン（素案）」への 

意見募集結果について 

 

2022年（令和 4年）3月 23日（水）～2022年（令和 4年）4月 22日（金）まで行った意見募集の結

果について、以下のとおりお知らせします。 

 

１ 募集結果 

  ４名の方から、延べ 13件のご意見をいただきました。 

 

２ 意見の概要及び市の考え方 

  いただいたご意見に対する市の考え方は以下のとおりです。 

※ご意見は、趣旨を損なわないよう要約しています。 

 

No. 意見の概要 市の考え方 

基本方針について 

１ 

P14：生涯スポーツ 

生涯スポーツの推進のために、「モルック」

というニュースポーツを充実させていただき

たい。 

新しいスポーツでまだまだ認知度は低いが、

いろいろな方とコミュニケーションをとるに

は絶好のスポーツだと思う。 

誰もが気軽に取り組むことのできるニュース

ポーツについては、モルックを含め活動機会の

充実を図り、普及・啓発に努めたいと考えてい

ます。 

２ 

P15：女性のスポーツ推進 

何か新しくスポーツを始めようと思ったと

きに、あれこれ考えるうちについつい先延ばし

にしてしまう。 

身近できっかけになるようなイベントがあ

れば、ママ友を誘って一緒に参加しやすくなる

のではないか。 

子育てに携わっている女性が、ママ友と一緒に

参加できるような親子スポーツイベント等、身

近でスポーツしやすい方策を検討し、充実を図

っていきたいと考えています。 

３ 

P15：高齢者のスポーツ推進 

高齢者世代を子ども世代が誘い、更に孫世代

も加わって３世代が一緒に参加できるような

スポーツイベントがあればいいなと思う。 

高齢者が、スポーツを通じて子ども世代や孫世

代と交流を図れるよう、身近で参加しやすいス

ポーツイベントの充実を図りたいと考えてい

ます。 

４ 

P15：だれもが気軽にスポーツ・運動できる環

境づくり 

気軽にできるスポーツがもっと普及してい

ってほしい。メジャーなもの以外でも楽しいス

ポーツはたくさんあるはず。 

ニュースポーツは、誰もが気軽に取り組むこと

ができるものです。ご指摘のとおり様々な種目

がありますので、体験の機会を設け、楽しみな

がらスポーツに取り組める環境づくりを行っ

てまいりたいと考えています。 
５ 

P15：だれもが気軽にスポーツ・運動できる環

境づくり 

いろいろなニュースポーツを体験できるイ

ベントがあるとよい。それをきっかけにスポー

ツするようになることもあるのでは。 



６ 

P17：こどものスポーツ・運動の推進 

外で元気に遊べるよう、何かスポーツするき

っかけになるような遊具などがあればいいと

思う。 

こどもたちが気軽に遊んだりスポーツしたり

できるような環境づくりは、重要であると認識

しています。遊びの中からでも「体を動かす」

ことは楽しいことであると感じ、スポーツに繋

げていける仕組みづくりを進めていきたいと

考えています。 
７ 

P17：こどものスポーツ・運動の推進 

遊びの中から気軽にスポーツできる環境が

必要。 

８ 

P18：親子で楽しむスポーツ活動の充実 

子どもがどんなスポーツに向いているか、何

に興味を持つかわからないので、いろいろなス

ポーツに触れる機会が学校以外でも多くあれ

ば、親としては参加させたいと思う。 

ご指摘のとおり、こどもたちにはいろいろな可

能性があります。こどもたちが少しでも多くの

スポーツに触れる機会づくりを行ってまいり

たいと考えています。 

９ 

P19．20：障がい者スポーツ 

障がい者スポーツを体験する対象は自ずと

健常者となっており、障がい者スポーツをした

ことのない障がい者が参加することは稀では

ないか。 

 障がい者が障がい者にスポーツを教えたり

体験させたりできるような環境や制度があれ

ばと思う。 

 障がい者は障がい者同士でというのではな

く、スポーツを通して教える側も習う側も誰も

が参加できるようになればいいと思う。 

ご指摘のとおり、本市が取り組もうとしている

のは、障がいのある方もない方も共にスポーツ

を楽しめる共生社会の実現です。健常者に対し

ては障がい者スポーツへの理解を深める取り

組みを進め、障がい者当事者へはピアサポート

も含めたスポーツ機会の充実を図り、共にスポ

ーツに参加・交流できる取り組みを進めてまい

りたいと考えています。 

10 

P21：コミセンサークル・スポーツクラブ２１

の活動充実 

 ルールなどの縛りについて、もっと簡素化で

きると運営側も利用者も助かるのでは。 

コミセンサークルやスポーツクラブ２１につ

いては、学校施設を学校とコミセンが共用して

いることもあり、一定のルールや制限があると

ころですが、できるところは改善してまいりた

いと考えています。 

11 

P23：スポーツ・運動に関する情報の発信 

 ＳＮＳ、ホームページ、ケーブルテレビなど

のローカルメディア等で、スポーツ種目や選手

の紹介などの情報発信があると、種目の認知度

向上や普及のきっかけづくりになるのでは。 
ホームページや市の広報誌等これまでの情報

発信だけでなく、ＳＮＳをはじめとするメディ

アの活用等、市民ニーズに対応した情報発信の

手段や内容の充実など図ってまいりたいと考

えています。 

また、ご指摘のようなスポーツに関する情報の

一元化も課題の一つとして捉えており、環境整

備を図ってまいりたいと考えています。 

12 

P23：スポーツ・運動に関する情報の発信 

 何かのきっかけで「このスポーツについてや

ってみたいな」と思ったときに、ここを見れば

「どこでどんなスポーツができる」という情報

が掲載されたホームページがあれば便利だと

思う。 

 子どもにスポーツをさせようと思ったとき

にも、どこでどんな教室があり、どんな指導者

がどんなレベルで教えているのかがわかれば

参考になるのでは。 



13 

P24：身近な施設の活用 

 近所の公園にも子どもが興味を持てるよう

な遊具や設備があれば、スポーツに触れるきっ

かけとなるのではと思う。 

公園の遊具・設備については、安全面や公園周

辺の環境、地域のみなさまの意見に配慮しつ

つ、充実を図ってまいりたいと考えています。 

 


